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・７月第１例会（キックオフ・総会）

日時：７月２５日（木）午後６時３０分から

場所：日本キリスト教団 西那須野教会

司会 副会長 田村 修也

開会点鐘 会長 河野 順子

ワイズソング・ワイズ信条 一 同

聖書朗読・祈祷 司会者

会長挨拶

ビジター紹介

会食

総会 議長 河野 順子

２０１８～２０１９年度事業報告

２０１８～２０１９年度会計報告

２０１９～２０２０年度事業計画（案）

２０１９～２０２０年度会計予算（案）

その他・懇談

諸報告 那須ワイズ

那須ＹＭＣＡ

ＹＭＣＡの歌 一 同

閉会挨拶・点鐘 会長 河野 順子

会費：１，０００円

出欠の連絡は７月２２日（月）までに田村副会長迄

場所の案内：那須塩原市太夫塚１－２３２－４３８

今月の聖句

だれでも、聞くのに早く、話すのに遅く、また怒るのに

遅いようにしなさい。

ヤコブの手紙１：１９

那須ワイズメンズク

ラブ

那須クラブ会長 主題

地域につなげ那須ワイズ

ＴＨＥ Ｙ‘Ｓ ＭＥＮ’Ｓ ＣＬＵＢ ＯＦＮＡＳＵ

NETWORK NASU
ＣＨＡＲＴＥＲＥＤ １９９５

２０１９～２０２０年度 №２３４

強調月間：キックオフ

ＹＭＣＡサービス

ＡＳＦ・ＲＢＭ

７月 月報

連絡先：那須ＹＭＣＡ 〒320-0041 宇都宮市松原 2-7-42 （とちぎYMCA内） TEL 028-624-2546 FAX 028-624-248

・第２８回アジア太平洋地域大会・北東部大会

日時：７月１９日（金）～２１日（日）

場所；仙台国際センター

・８月第２例会（役員会）（予定）

日時：８月２日（金）午後１２時３０分から

場所：ココス西那須野乃木店

・８月第１例会（納涼例会）（予定）

日時：８月２４日（土）午前１０時３０分から

場所：塩谷キャンプ場

６月例会データ―（出席率：８３.３%）
在 籍 者 ６名

例会出席者 ４名 メネット １名 ゲスト １名 ＹＭＣ

Ａスタッフ １名 メイクアップ １名

７月 Happy Birthday
７/ ８ 村田 紀美子メネット

７/１１ 鈴木 保江ウィメン

クラブ役員
会 長 ：河 野 順 子

副会長 ：村 田 榮・田 村 修 也

書 記 ：藤 生 強

会 計 ：村 田 榮・鈴 木 保 江

担当主事：藤 生 強

ブリテン：田 村 修 也・村 田 榮

２０１９～２０２０年度 主題

国際会長：(ＩＰ) Jennifer Jones（オーストラリア）

「より良い明日のために今日を築く」

アジア太平洋地域会長：(ＡＰ） 田中 博之(東京多摩みなみ)

「Action!」

東日本区理事：（ＲＤ） 山田 敏明（十勝）

「勇気ある変革、愛ある行動！」

北東部長： 鈴木 伊知郎（宇都宮東）

「距離に負けるな北東部、各クラブの個性を磨きましょう！」



2

9

７月巻頭言

会長 河野順子

雨の恵み

梅雨のこの時期、シトシト雨でなく、豪雨により南九州地方は大きな災害になっている。今春、栃木県は

雨が少なく、作物に水まきをする光景があちこちで見られた。梅雨に入って恵みの雨と思っていたら度を超

したようだ。

数日前の朝日新聞に「雨に唄えば」というシリーズがあり気象学者藤吉康志氏の文章があり、引きつけられ

た。以下、引用する。

「雨はどんな形で降るか。日本画やゴッホでも雨を線で表現している。秒速１０メートルに近い速さで雨粒

は落下する。肉眼では捉えにくいので当然だ。実際には、直径３ミリ以下の雨粒は表面張力によりほぼ球形。

それより大きいと空気の抵抗力が強く下が平たい鏡餅のような形。直径９ミリ以上はすぐに破裂してしまう。

雨粒の大きさは様々な現象に影響する。虹が一番美しいのは直径２ミリ程度の時。雨粒は球形で光がきれい

に７色に分かれるから。尾瀬の発虹は、霧雨の粒が小さく、分光効果が落ちるためだ。大きな雨粒ほど斜面

にあたる時の衝撃が強く、土砂災害も起きやすい。温暖化が進む近年、大きな雨粒を含んだ強い雨の発生頻

度が増えていることも分かった。が、知られていないことは、雨雲が大気の「除湿器」ということ。赤外線

を吸収して大気を暖める水蒸気を取り除く役割がある。つまり、雨は温暖化する地球でバランスを取ろうと

している。雨を悪者にせず、精度の高い降雨予報を参考にして減災を心がけることが大切。」という文章だ

った。私が子どもの頃の梅雨と違う雨の降り方が地球温暖化と関係していると知り、生活に何不自由のない

近代化の功罪を思い知った次第である。

時雨、五月雨、霧雨、こぬか雨、入道雲と雷と夕立など、表現豊かな情緒的雨を失いたくないものであると

感じた。
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６月(ＹＭＣＡ報告)例会
会長 河野 順子

日時:２０１９年６月２８日(金)午後１時３０分～

午後３時

場所：日本キリスト教団 西那須野教会

参加者：河野、田村、原田、村田の各メン。原田、

メネット。ゲスト１名（塩澤総主事宇都宮クラブ）、

ＹＭＣＡスタッフ１名（平山主事）。合計７名

６月例会は、（公財）とちぎＹＭＣＡ総主事塩澤達

俊氏をお迎えし、とちぎＹＭＣＡの現状と展望につ

いてお話を頂き、その後那須ワイズのメンバーとフ

リートーキングの形で議事は進んでいった。

1．塩澤総主事のお話

＊今年度活動の現状と展望

とちぎＹＭＣＡの会則変更

・今年度から「常議員会」零年として復活する予定

である８月に開催予定。

野外活動なども活発にしていくつもりである。

・公益財団法人として、３０年度４９０万円の赤

字であるが、発展的赤字と解釈している。

・子ども支援の中で（貧困家族）剥奪指標の減少

に取り組んでいく。

・野外活動の一環とした塩谷キャンプ場において、

復旧復興に取り組んでいきたい。

２． 塩谷キャンプ場の整備と今後の活用

・６月２５日（火）那須ワイズの原田・田村・河野・

原田メネット・担当主事藤生のメンバーは、地元の

マルイチ工業の社長（塩谷キャンプ場の吊り橋を造

設した方）と現場に集まり、復旧可能な相談を行い、

整地に必要な見積もりを出して頂いた経緯を河野が

説明。

・原田メンから「思い立った時だけ、その気になっ

ても数年また、放っておいては同じことになる。や

るなら継続的に。(公財)とちぎＹＭＣＡの不動産な

のだから」と示唆を受ける。

・塩澤総主事は、野外活動が減少していることを鑑

み、ぜひ、復旧復活して、野外活動を活発にしてい

きたいとの発言があった。正副理事長会を通してゴ

ーサインを出したいとの発言であった。

３． 報告 ＹＭＣＡ

・今から準備をして、次年度にはボランティアスク

ールができるようにしたい。母校高校を訪ね、学生

達との会話にもボランティアスクールを希望する学

生達がいることを確認。（平山雄大那須ＹＭＣＡ担

当職員）。

後日、正副理事長会議で塩谷キャンプ場の篠竹・

雑草等の狩払いの許可が出て実施をされた。

７月第２例会（役員会）報告

日 時：７月５日（金）午後１２時３０分～

場 所：ココス西那須野乃木店

出席者：河野会長、村田副会長、藤生書記、平山Ｙ

ＭＣＡスタッフ、

協議事項

１．７月例会の件

７月２５日（木）午後６時３０分より、キックオフ

例会（クラブ総会）を行う。場所としては、西那須

野教会で行う。会費は、１，０００円とし、弁当を

準備する。内容は、報告と年間計画。

２．２０１９～２０２０年度年間計画の件

２０１８～２０１９年度計画にプラスするものとし

ては、ユースリーダーの研修、ボランティアスクー

ルの再開、御園老人ホームへの慰問、塩谷キャンプ

場に活用等を盛り込む。

３．８月例会の件

８月２４日（土）に塩谷キャンプ場にて、ユースリ

ーダーを巻き込んだ納涼例会を行う。

４．７月ブリテンより、例会の内容を入れるように

刷新を図る。

５．８月第２例会（役員会）について、８月２日（金）

午後１２時３０分からココスで食事をとりながら行

う。（予定）

６．その他（今後の予定）

・第２８回アジア太平洋地域大会 ７月１９日（金）

～２１日（日）（仙台国際センター）河野会長と村田

副会長・村田メネットが参加予定。２１日（日）の

午後、仙台国際センターにおいて北東部大会が行わ

れる。

旧西那須野（那須西原）の緑と水（第７４回）

田村修也

１．政府より貸下げを受けた、総反別の３分の１を

灌漑面積と仮定する。

２．１によって仮定した面積に対し、疎水全水量２

００個を反別に応じて配当する。

３．１及び２によって決定した各社水量を、各社の

所在地によって、それぞれの支線に配属させ、その

支線の総水量とする。

以上の決定によって、全水量２００個のところ、計

算の都合によって、１９９個８分９厘と決定して、

直ちに、分水路開鑿願と、配水願を樺山資雄県令に

提出しました。

※２００個は１個が３尺㎥で、総量毎秒約５．５６
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㎥の水量になります。

那須疎水之議、今般土木局ニ於テ直轄御起業ニ相成、

幹線ニ限リ、御開鑿相成、支線之議者、核開墾人、

自費ヲ以テ開鑿仕候ハ勿論ニ有之候処、何レモ創業

ノ際、格外ノ経費モ支消罷在候上、両３年来、農産

物ノ下落一層甚敷、為メニ収納ノ予算ハ、案外減額

致シ、目下維持方法ニノミ、各自困難罷在候仕合、

去迚無上之御仁恵ニ甘エ、尚懇願候様ニテハ甚不本

意ニハ奉存得共、時期柄、各開墾者ノ困難、御洞察

被成下置、何卒別紙廉絵図之通リ、東西ヘ二線ズツ

ヲ限リ御開鑿被成下候様仕度、然ル上ハ、其支線ニ

依リ、各自配水仕、直ニ相応之開発致シ、御国恩ニ

奉報候様仕度、一同此段只管奉歎願候成。

明治１８年５月２７日

磯 金平外１５名惣代 郡司忠平

鈴木義達外１５名惣代 滝田祇徳

印南詠帰外 ４名惣代 細小路孫人

成田久八

片岡政次代理 印南丈作

中村元保代人 大家森重

西山真太郎代人 蟹江大平

石丸安世外７名惣代 増渕保次郎

共墾社惣代 蟹江大平

深川亮蔵外１３名惣代 大家森重

東肇耕社惣代 堀 三義

那須東原開墾者代人 古沢花三郎

毛利元敏代人 林 和人

西郷従道・大山巌代人 黒田恒七郎

肇耕社惣代 田上貞質

那須開墾者惣代 矢板 武

印南丈作

青木周蔵代理 俵田閑作

栃木県令 樺山資雄殿

この願に対して、次のような指令がありました。

書面願之趣、内務省土木京ニ於テ、施工相成候条、

其旨可相心得事。

明治１８年８月１２日

栃木県令 樺山資雄

また、配水願は次の通りでした。

那須原疎水分配願

那須東西両原疎水之儀、土木局ニ於テ直轄御起工相

成候ニ付、今般私共一同、集会熟議ノ上、別冊ノ通

契約仕候間、水量ノ儀ハ、別表ニ依リ、配水被成下

度、此段奉願候也。

名所１８年５月２７日

（願人は分水路開鑿願人と同じ）

疎水分水表については、分水口順番、地名〇拝借人

名②拝借総反別③３分の１反別④分水水量の順に記

載します。

第１分水 那須東原

〇毛利元敏①９０６町歩②３０２町歩③１１．８６

個（１個は３尺㎥）

〇西山真太郎外５名①３７３町歩②１２４町歩③７．

７４個

〇石丸安世外６名①２３３町歩②７８町歩③４．８

７個

〇深川亮蔵外１３名①２５４町歩②８５町歩③５．

３１個

〇共墾社 ①１０８町歩②３６町歩③２．２４個

〇中村元保①１２８町歩②４３町歩③２．６８個

第１分水小計①２００２町歩②６６８町歩③４１．

７０個

第２分水 那須東原

〇東肇耕社①６８３町歩②２２８町歩③１４．３０

個

〇片岡政次①２３９町歩②８０町歩③４．９９個

第2分水小計①９２２町歩②３０８町歩③１９．２

９個

第３分水 那須東原

〇那須東原開墾社①９８５町歩②３２８町歩③２０．

４９個

第４分水 那須東原

〇青木周蔵①５８２町歩②１９４町歩③１２．１１

個

那須東原の１０の開墾地へは、第１分水から第４

分水迄、拝借地反別４４９１町歩、３分の１反別１

４９８町歩、そして、分水水量は９３．５９個とな

り、毎秒２．６０㎥の水量が供給されることになり

ました。 （以下次号へ）

西那須野幼稚園だより

学校法人 西那須野学園 西那須野幼稚園

園長・理事長 福本 光男

「子ども子育て新制度を振り返って」

２０１４年９月２１日、「運営を続けられなくな

るので、認定を返上せざるをえません(朝日新聞２

面)」という私の入園説明会での発言が新聞に掲載さ

れた。新制度の幼保連携型認定こども園に移行する

と、栃木県の試算で７，３００万円、認定こども園

協会を通した国の試算でも５，７００万円の減収が

生じ、その数字は破産を意味した。２０１１年４月

から続けてきた全ての子どもたちと子育て支援家庭

の最善の為に幼保連携型認定こども園西那須野幼稚
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園の認定を返上する以外の選択肢はなかった。しょ

うがいのある子どもたち４７名を担当支援している

加配教諭１４名に辞めてもらえというのか。今いる

子どもたちや教諭の人権を考えないばかりか、認定

を受け幼保連携型認定こども園としてパイオニア的

に取り組んできた当施設が､新制度に移行出来ない

という事に対して、私たちは忸怩たる思いであった。

本園は、１９５７年に日本キリスト教団西那須野

教会附属幼稚園として開園した。１９６３年学校法

人化、２００７年放課後児童クラブ開設、２０１１

年４月隣接のこひつじ保育園と幼保連携型認定こど

も園西那須野幼稚園の認定。２０１５年３月に認定

を返上したが保育園児と合同保育をしている。そし

て、２０１９年４月幼稚園型認定こども園の認定を

受けた。そして、２０１７年には県内で民間初にな

る児童発達支援センター「シャローム」を開設した。

建学の精神は「自分を愛するように他の人を愛しな

さい(聖書)」である。しょうがいのある子どもは47

名、外国籍の子どもは２６名在籍し、インクルーシ

ブ教育を実践している。

本園の活動の特徴は、子育て支援機能を持つ認定

こども園が、自園スタッフに加え外部の専門家の支

援を受けながら、均一でない多様な子育て支援のメ

ニューを通して、きめ細やかな子育て支援をしてい

ることである。また、子育て支援機能を中心に、子

育て中の親だけではなく、地域の個人、諸団体、自

治会との接着剤的役割を果たしながら、同じ社会的

資源の一つとして協力し合うことによって共に支え

合う地域(ケアリング・コミュニティー)の構築を追

求している。

今後の課題について、短期的課題としては、教育・

保育の質の向上に加え、子育て支援の多様なニーズ

に対するメニューの提供である。妊娠(前)からの子

育て支援、訪問型(出前)子育て支援、しょうがいの

ある子どもの子育てに関連した福祉型児童発達支援

センター(児童発達支援、放課後等児童デイサービス、

保育所等訪問支援、障害児相談支援)の充実、子ども

との関係を重視した高齢者デイサービス等である。

また、長期的課題としては、人口減少社会の地方

にあって、消滅する地域ではなく、持続可能な地域

形成のために、教会と一緒に、子育て支援を核とし

た乳幼児保育・教育、学童クラブ、高齢者、しょう

がい児・者の共生を大切にする包括的・多機能支援

拠点として地域作りに励むことである。

最後に２０１５年度に新制度の幼保連携型こども

園に移行が出来なかった事は、当時の私たちにとっ

て背負いきれない十字架のように思えた。しかし、

認定を返上し子どもたちや教諭の人権を大切にした

姿勢が、教会と幼稚園との関係を更に強いものとし

た。そして今までの０歳の保育園児から放課後児童

クラブの小学６年生までの縦方向だけでなく、児童

発達支援事業という横方向への広がりを持つ機会と

なった。私たちはこれからも教会幼稚園として、主

にあって地域と共に歩みたい。

(日本基督教団全国教会幼稚園連絡会機関誌 原稿加筆修正)

聖園那須老人ホームだより

社会福祉法人 イースターヴィレッジ

聖園那須老人ホーム 施設長 赤坂 英昭

「 共 感 」

雨上がりの紫陽花の美しさはこの季節ならではの

目の楽しみです。ホームの庭の紫陽花も露に美しく

濡れ輝いております。 一方で雨の日には憂鬱に感

じたり古傷が痛んだりと身体の不調を感じる方もい

ると思います。私たちの体は気候の影響を知らず知

らずのうちに受けているようです。雨が降ると古傷

が痛むのは気のせいではなく、天候と痛みの関係は

科学的に証明されているとの事で、痛みに大きな影

響を及ぼしているのはやはり「気温、気圧、湿度」

の 3つで、これは「天気痛の３大要素」でありこの
３大気圧要素の変化を感じることで古傷の痛みが出

ることが多いとのことです。

私も十年前に地域の運動会の徒競走に出場しスタ

ートと同時に先頭を走っているつもりでしたが、そ

のイメージとは裏腹に遅れていく自分に焦り、気が

付いた時には激しく転倒し膝を骨折して、一瞬にし

て車いすの生活となってしまいました。その時の古

傷の痛みと共に身体障害者デイサービスに支援員と

して接していたころを思い出します。

施設に通所されてくる方々も事故などの理由によ

り頸椎損傷や脊椎損傷のため車いす生活を余儀なく

された方々でした。あらゆる対人援助の場面で最も
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大切な基盤となるものは「傾聴、受容、共感」であ

る事は言うまでもありませんが、他人に共感すると

いう事がいかに難しいかを改めて思い知った出来事

でもありました。膝の痛みと共に昨日まで当たり前

のように出来ていた事が出来なくなった生活、特に

トイレや自分の周囲にある物を取るといった何げな

い動作が思い通りにいかないということの辛さ・切

なさはまさに筆舌に尽くし難いとしか表現できない

体験でした。それまでは自分自身は援助する立場に

あり、援助を受ける立場の方々より常に優位な立場

にあるという事を意識することはできませんでした。

しかし実際には様々な場面でそういう立場の違いを

常に感じ取ることができないと、相手に共感すると

いう事がどれだけ難しいかを痛感させられたことで

した。

共感とは、自己の優位性を捨て、相手の立場にな

って、相手の感情や思考や境遇を理解しようとする

ことであり、今後も職員一同入所者の共感的な理解

を深め信頼関係の構築に努めて行きたいと思います。

ＹＭＣＡだより

【第14回チャリティーランのご報告】

６／２３（日）に「道の駅うつのみや ろまんちっ

く村」にて開催いたしました。たすきリレー５４チ

ーム、スタンプラリー参加者１１７人・スタッフ、

ボランティア２８５人の総勢８７８人の参加があり

ました。心配されていた天気も皆様の願いが届き奇

跡的な好転に

恵まれました。

那須ＹＭＣＡ

からは６名の

リーダーが参

加しました。

また、今回も

チャリティー

ランにお越し

頂いた方々と

思いを一つに

会場を一周す

る「エンジョ

イラン」を実施することができました。毎年協力し

てくださる「よさこいグループ勢や」のパフォーマ

ンスに会場内盛り上がることができました。この大

会が盛会のうちに開催できましたことは偏にご支援

ご協力くださいました多くの皆様のお陰と感謝して

おります。那須ＹＭＣＡは今年もシイタケ昆布の販

売を行いました。

【とちぎＹＭＣＡ・那須ＹＭＣＡ７月の予定】

・７/６（土） サタデークラブ＠お菓子作り

・７/６（土） ＩＣＥＰウェルカムパーティー

・７/７（日） Ｙキッズ＠板荷せせらぎプール

・７/１３（土） サタデークラブ＠なかがわ水遊園

・７/２０・２１（土・日） ＩＣＥＰ English Camp

・７/２６（金）～ サマープログラム開始

ユースリーダーのつぶやき

①薄井沙也加（ラミ）

②国際医療福祉大学保健医療学部看護

学科

③栃木県

④高校生のときにＹＭＣＡの活動に参

加してコミュニケーションについて学ぶことが多く楽し

いと思ったから

⑤思い出に残った児活動は6月Ｙキッズです。メンバー

と一緒にどんな作品にしたいか考えて絵付けして出来上

がったときに、メンバーにいい作品ができたと言っても

らえたからです。

⑥看護師

⑦幅広くたくさんの人と関わることができ、コミュニケ

ーション能力を高められるこの最高の場所で、もっと自

分のスキルを上げていきたいです！

編集後記

・今月号よりブリテンを変更してみました。皆様のご意

見をお願いします。１ページを見ていただければ例会の

内容がわかるようにしました。例会時に１ページを印刷

してお持ちください。

・長雨と寒冷による農作物への影響が心配されます。す

くすくと育ってほしいものだと願っております。

会計よりお願い

・新年度の会費の納入をお願いします。東日本区に対す

る協力の在り方も検討したいものです。

１.名前（リーダー名）２.学校名３.出身地４.ＹＭＣＡ

に入ったきっかけは？５.思い出に残った活動とその理

由は？６.今後の進路は？７.ＹＭＣＡに一言


